






要約:都立病産院の全出産を対象として1978 年 4 月以来行っている先天異常モニタリング

資料を基に先天異常(奇形)発生と受胎季節との関係をしらべた。対象を 1979～1991 年ま

での 13 年間の在胎 16 週以降の死産を含む 125,552 児とし,生後 1 週間以内に見出された

無脳症,脊椎披裂,先天性水頭症に耳の異常,唇口蓋裂,食道の異常,直腸肛門奇形,尿道下裂,

腹壁の異常,四肢奇形,ダウン症などの13 疾患について,受胎月別に発生推移を検討した結

果,これらの先天異常では,いずれの月においても,対象群との間に統計学的な有意差を認

めなかった。


